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16 日間の冬休みも終わり、１月 11 日（木）より 46
日間の三学期がスタートしました。三学期は一年の中で

も一番短く、二学期の約半分しかありません。短い学期
ではありますが、一日一日の学校生活を大切にして、お
世話になった「人」や「もの」に感謝の気持ちを持った
り、自分や学級の「成長」を振り返ったりすることがで
きるように過ごしてもらいたいと思います。 

以下【三学期始業式での学校長の話より抜粋】 

保護者の皆様、地域の皆様方におかれましては、旧年中
は東小学校の教育活動に、多大なるご支援・ご協力をいた
だき、感謝申し上げます。ありがとうございました。本年も引
き続き、宜しくお願い致します。今年一年が皆さんにとって、

素敵な年になりますよう、心からお祈り申し上げます。 
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２０２４年１月１日の「令和６年能登半島地震」により犠牲となられた方々に心からお悔やみ申し上げますとともに、
ご遺族・被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。 
依然として予断を許さない状況が続いていますが、救援と復旧の作業が一日も早く進み、被災された方々が安心

して暮らすことができるようになることを心より願っております。 

新年のスタート 辰年…（中略）…あけましておめでと
うございます。令和６年 2024 年のスタートです。今年
は辰年ですが、十二支の中では唯一架空の生き物です。縁
起がよく神聖なイメージである辰を選んだ…（中略）… 
 
今年の目標は 目標をもつとは…（中略）…元旦の日
には 12 月までの自分を振り返り、自分をしっかりと見
つめ、今年の目標を決め、よい年をスタートができました
か。…（中略）…皆さんの目標は次のどれにあたりますか。
「ステップアップ型」「リベンジ型」「チャレンジ型」…（中略）… 
 
三学期スタートにあたって…（中略）…三学期の始業式
で皆さんに伝えたいことは、「更に一歩踏み出す」という
ことです。「負けること」「間違えること」「失敗すること」を
おそれないで、一歩踏み出しましょう。一歩踏み出すこと
で、自分自身に「自信がつき」（自己肯定感が高まる）、今
よりも「深く学ぶ」ことができ、そして「成長すること」がで
きます。…（中略）… 
 
三学期はどんな学期…（中略）…三学期は「別れ」の学
期であり、「別れ」を自覚する学期。また新しい「出発」を
する「準備」をする学期でもあります。そのためには、や
ることは３つ。４月からの「成長」を振り返る。お世話に
なった人やものに「感謝」する。今まで以上に「今」を大事
にする。…（中略）…同じ学年は二度とありません。三学
期、更に成長して素敵な終業式・卒業式を迎えましょう。 



１２月８日（金）に、上田城址公園内にある眞田神社様から青年眞田幸村（信繁）公

のミニチュア像等を東小学校へ寄贈いただきました。この像は、市内小中学校の歴史

学習等の活動支援に向けて、各小中学校へ１体ずつ贈られました。像の大きさは、高さ

44.5㎝、横 16㎝、奥行き 13㎝、重さ５㎏、価格 200,000円だそうです。本校では、

一番人が通る職員玄関正面のカモシカの剝製が飾られているケースの上に展示して

あります。 

この贈呈に合わせて、社会科で歴史学習をしている６年生に対しては学級ごと、学校

長による「歴史スペシャル授業」として『日本一の兵 眞田幸村』が行われました。授業

の内容は、学習問題が「眞田幸村はなぜ『日本一の兵』

と言われたのか」で、小学校 6年社会科で学習する 3人

の武将「織田信長」「豊臣秀吉」「徳川家康」と眞田幸村（信繁）との人間関

係（相関図）をしっかりと抑えてから、 

①「第一次上田合戦」「第二次上田合戦」での勝利 

②「大坂冬の陣」での「真田丸」での徳川軍との戦い 

③「大坂夏の陣」にて、家康が負けを覚悟するところまで追い込んだこと 

等について学んでいきました。 

１２月２５日（月）の終業式のあった午後、みんなが待っていた大

谷翔平選手からのグローブ３つが東小学校にも届きました。まさに

「クリスマスプレゼント」となりました。しかしながら、全校児童が下

校した後でしたので、紹介は１月１１日（木）の 3学期始業式で行

いました。各学級を順番に回して、はめたり、触ったり、写真を撮っ

たりする予定です。次々と夢を叶え、目標を達成する大谷選手は、

みんなの憧れです。これからも、勇敢に、そしてそれぞれの夢や目標

に向かってがんばる姿を、子どもたちはたくさん見せてくれることでしょう。以下、グローブに同封されたい

た大谷翔平選手からのメッセージを掲載します。 
 
ロサンジェルス・エンジェルス・オブ・アナハイム（当時）のメジャーリーガー、大谷翔平です。この手紙は、

このたび私が学校に通う子どもたちが野球に興味を持ってもらうために立ち上げたプログラムをご紹介する

ためのものです。この３つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上に私はこのグルーブが、私た

ちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが、私が

充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツだからです。このグローブを学校でお互いに共有し、野球

を楽しんでもらうために、私からのこの個人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いで

す。この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。 

貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。            野球しようぜ。         大谷 翔平 

 

力作揃いの書き初め展 ３年「つよい心」 ４年「生きる力」 ５年「新しい風」 ６年「強い信念」


